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フォーカスやまなし

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

山
梨
を
舞
台
に
、
話
題
を
集
め
て
い
る
出
来
事
や
人
物
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
深
く
取
材
し
て

一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
こ
う
―
。
そ
ん
な
思
い
を
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」（
焦
点
）
と
い
う
タ
イ

ト
ル
に
込
め
た
企
画
で
す
。
2
0
1
2
年
７
月
１
日
付
か
ら
隔
週
の
日
曜
の
紙
面
に
掲
載
し

ま
し
た
。
紙
面
掲
載
の
形
式
も
工
夫
し
、
１
面
に
導
入
部
を
配
置
、
中
面
の
１
ペ
ー
ジ
特
集
へ

展
開
す
る
ス
タ
イ
ル
と
し
ま
し
た
。
１
回
読
み
切
り
で
、
記
事
、
写
真
の
量
は
通
常
の
連
載
の

４
～
５
回
分
に
相
当
し
ま
す
。
老
舗
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
挑
戦
、
富
士
山
噴
火
へ
の
備
え
、
戦
場
に

散
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
…
。山
梨
日
日
新
聞
の
記
者
が
目
を
凝
ら
し
て
見
つ
め
た
多
彩
な「
フ

ォ
ー
カ
ス
」
の
世
界
。
上
巻
に
は
10
の
物
語
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

山
梨
日
日
新
聞
編
集
局
企
画
担
当
デ
ス
ク　

高
橋
一
永　

※
各
章
冒
頭
の
日
付
は
、
連
載
時
の
紙
面
掲
載
年
月
日
で
す
。
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1
「
甲
州
種
ワ
イ
ン
」
に
か
け
る
〜
一
家
3
代
の
挑
戦

�

（
2
0
1
2
年
7
月
1
日
付
）　

「
二
流
」
か
ら
唯
一
無
二
へ

「
甲
州
と
心
中
し
て
く
だ
さ
い
」

　

１
９
８
７
年
２
月
、
甲
州
市
勝
沼
町
藤
井
に
あ
る
農
協
売
店
の
食
堂
に
、
中
央
葡
萄
酒
（
甲

州
市
勝
沼
町
等
々
力
）
の
三
沢
茂し

げ
か
ず計

の
声
が
響
い
た
。「
産
地
と
し
て
甲
州
種
ワ
イ
ン
を
守
る
」

こ
と
を
旗
印
に
結
成
さ
れ
た
、
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
初
め
て
の
会
合
。
物
騒
な
言
葉

と
こ
わ
ば
っ
た
表
情
が
、
顔
を
そ
ろ
え
た
町
内
12
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
若
手
醸
造
家
に
三
沢
の
覚
悟

を
伝
え
た
。

　

あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
。
63
歳
と
な
っ
た
三
沢
は
淡
々
と
振
り
返
る
。「
退
路
を
断
っ
て
、
甲

州
種
ワ
イ
ン
の
醸
造
と
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
出
た
言
葉
だ
っ
た
」。
当
時
、
日

本
固
有
の
ブ
ド
ウ
品
種
「
甲
州
」
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
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フォーカスやまなし

「
心
中
」
発
言
の
５
年
前
。
三
沢
は
10
年
勤
め
た
三
菱
商
事
を
辞
め
、
父
親
の
故
・
一
雄
の
手

ほ
ど
き
で
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
始
め
た
。
23
年
の
創
業
で
、
三
沢
は
４
代
目
。
い
ず
れ
継
ぐ
も
の

と
思
っ
て
い
た
。
北
海
道
や
長
野
な
ど
他
産
地
と
の
競
合
が
激
し
さ
を
増
す
中
、「
甲
州
」
を

原
材
料
と
し
た
ワ
イ
ン
を
つ
く
る
こ
と
で
、唯
一
無
二
の
産
地
を
築
け
る
。
そ
う
信
じ
て
い
た
。

　

甲
州
種
ワ
イ
ン
へ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
は
、
父
親
譲
り
だ
。
中
央
葡
萄
酒
の
地
下
の
ワ
イ
ン

セ
ラ
ー
に
は
、
一
雄
が
手
掛
け
た
１
９
５
７
年
の
甲
州
種
ワ
イ
ン
が
今
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。
ラ
ベ
ル
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
美
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
に
ち
な
ん
だ
「
グ
レ
イ
ス
」

の
名
が
、
英
文
字
で
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
店
頭
販
売
に
向
か
な
い
「
は
ね
だ
し
ブ
ド
ウ
」
を
使

っ
て
醸
造
し
、
一
升
瓶
か
ら
茶
わ
ん
に
注
い
で
飲
む
習
慣
が
一
般
的
だ
っ
た
当
時
、「
ボ
ル
ド

ー
型
」
と
呼
ば
れ
る
形
状
の
ボ
ト
ル
で
甲
州
種
ワ
イ
ン
を
販
売
す
る
の
は
ま
れ
だ
っ
た
。

「
在
庫
を
抱
え
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
」。
三
沢
は
そ
う
言

う
が
、「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
と
と
も
に
印
刷
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
」
の
文
字
に
、「
本
物
」

を
追
求
し
続
け
た
先
代
の
矜
持
が
に
じ
む
。

　

父
親
の
志
を
継
ぎ
、
甲
州
種
ワ
イ
ン
の
質
向
上
と
普
及
に
取
り
組
ん
だ
三
沢
。
そ
の
情
熱
に

冷
や
水
を
か
け
る
出
来
事
が
起
き
た
。
円
高
ド
ル
安
を
誘
導
す
る
、
85
年
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」。

１
ド
ル
２
５
０
円
だ
っ
た
相
場
は
１
ド
ル
１
４
０
円
に
急
騰
し
た
。
ワ
イ
ン
は
国
境
を
越
え
て
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取
引
さ
れ
る
。
円
高
に
な
れ
ば
海
外
産
が
安
く
国
内
に
入
っ
て
く
る
。
日
本
の
ワ
イ
ン
業
界
に

強
い
危
機
感
が
広
が
っ
た
。

「
甲
州
」
は
欧
州
系
の
醸
造
用
ブ
ド
ウ
に
比
べ
糖
度
が
低
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
上
が
り
に

く
い
。
抜
栓
時
に
香
り
が
立
ち
上
り
に
く
く
、
第
一
印
象
が
曖
昧
に
な
り
が
ち
で
、
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
を
高
め
る
た
め
、発
酵
の
段
階
で
糖
分
を
追
加
す
る
「
補
糖
」
の
作
業
が
必
要
だ
っ
た
。

　

手
間
が
か
か
る
品
種
よ
り
、
安
価
な
醸
造
用
ブ
ド
ウ
に
よ
る
海
外
原
料
を
使
っ
た
方
が
い

い
。
市
場
に
は
輸
入
原
料
で
醸
造
さ
れ
た
ワ
イ
ン
が
あ
ふ
れ
、
い
つ
し
か
「
甲
州
」
に
は
「
二

流
」
の
烙
印
が
押
さ
れ
た
。

「
世
界
と
戦
う
の
は
夢
な
の
か
」。
折
れ
そ
う
な
三
沢
を
支
え
た
の
が
、
甲
州
種
ワ
イ
ン
へ
の

情
熱
と
産
地
勝
沼
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。「
輸
入
物
に
価
格
で
は
勝
て
な
い
。
品

質
で
勝
負
す
る
し
か
な
い
」。
そ
れ
に
は
産
地
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。
三
沢
と
考

え
を
と
も
に
す
る
、
同
年
代
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
の
が
、
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
だ
。
三
沢
が
初
会
合
で
語
っ
た
「
心
中
」
発
言
は
、
当
時
の
勝
沼
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を

映
し
出
し
て
い
た
。
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フォーカスやまなし

中央葡萄酒の地下ワインセラーに貯蔵されている１９５７年の甲州種ワイ
ン。琥珀（こはく）色に輝く色みが、半世紀の時の流れを物語る＝甲州市
勝沼町等々力
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